
舞 踊 関 係 文 献 目 録-昭 和56年-

*こ の目録 は, 昭和56年 度に発行 された舞踊関係

の日本語文献(単 行本, 雑誌 ・紀要論文)を 収

録 したものである。
*便 宜上, 次の分類に従 った。

総記 ・芸術(一)・ 芸術(二)・ 民俗 ・教育

このうち, 芸術は舞台舞踊, 民俗 はそれ以外の

舞踊とし, 芸術(一)は 日本の舞踊, (二)は外国
の舞踊とした。

*各 項においては, 単行本, 雑誌の特集, 雑誌 ・

紀要論文の順に配列 した。
*雑 誌 ・紀要の号数は洋数字, 巻号は0-0と し, 

月刊誌は0月 とした。
*本 目録は, 研究交流 ・情報交換の場として充実

させるため, 会員の御教示をお願 いします。

〈総 記 〉

舞踊年鑑 〔V〕-1981-全 日本舞踊連合編 全日

本舞踊連合

日本舞踊 ・バ レエ ・現代舞踊 ・児童舞踊の昭

和55年 の記録。内容は, 舞踊界の概況, 主な

舞台写真, 舞踊公演記録, 舞踊家名鑑, 舞踊

界の内外。

舞踊の世界を探るR.ラ ンゲ 小倉重夫訳 音楽

之友社
"The Nature of Dance, An Anthropo-

logical Perspective"の 完訳 。内容は, 「舞

踊とその起源一定義と見解」 「リズムと舞踊」

「運動 一舞踊の素材」 「運動が舞踊になると

き」 「舞踊が芸術になる」 「舞踊 一精神活動

の伝達手段」 「舞踊の機能と形式」 「舞踊-

人類文化の一要素」

岩波美術館 テーマ館4踊 るひと 高階秀爾

岩波書店

「踊る」ことを題材とした古今東西の絵画な

ど24点 を収める。

身体文化について(1)-Walter Siegerを 中心とし

て 一 藤井政則 阪南編集 人文・自然科学編17(1)

舞踊の型 と意味 石黒節子 伝統芸術第5

抽象舞踊の意味 上林澄雄 舞踊学4
Dancing-Doing論-Dance for allへ の序章

-秋 葉尋子 東京学芸大学紀要33

ダンス ・フォア ・オ ールの時代 松本千代栄 女

子体育2月

身体像か らみたダンスについての研究 米井澄江

順天堂大学保健体育紀要13

R.ラ バ ンの運動空間概念 島内敏子 日本女子体育

大学紀要11

舞踊の表現構造に関する一考察 柴真理子(女

子聖学院短期大学)紀 要13

舞踊におけるポーズと表現内容 に関する計量的解

析 松下清子 弘前大学教育学部紀要45

舞踊表現における音と動きに関する研究II鷲 尾

濡子 ・大浦美代 上智大学体育14

感情語刺激に伴 う表現運動の空間特性について

平井 タカネ ・畑野裕子 舞踊学4

意味空間における舞踊のイメージ-舞 踊におけ

る音の効果 頭川昭子 ・松浦義行(筑 波大学)

体育科学系紀要4

舞踊作品の表現特性に関する事例研究 川端ひろ

子 ・伊藤壼郎 藤女子大学 ・藤女子短期大学紀要2
-18

舞踊 作品の構造 と機能について-舞 踊作品 「静」

の分析 と鑑賞調査を通 して-平 岡芳美(仁

愛女子短期大学)紀 要12

ダンス表現とRorschach-Testの 情緒的側面の

評価との関連性について 北島見江 ・林悦子 ・

伊達万里子(武 庫川女子大学)紀 要 ・文学部編28

舞踊用語に関する研究(皿)松 本千代栄 ・厚母宗

子 ・桑野和美 ・佐々木昌代 舞踊学4

舞踊の動作分析か ら得 るもの 富士波雄三 同上

ダビデの踊 り一根源か らの跳躍-立 野正裕 芸

文研究45

分裂 と結合 一音楽と舞踊の相互干渉 市川雅 音

楽芸術10月

日本 と欧州における踊狂の比較舞踊論的考察 片

岡康子 ・一柳智子 舞踊学4

明治期の舞踏的遊戯 一その精神 と技術の様相 松

本千代栄 ・香山知子 同上

相互作用を目的とするCreation Workの 試み

葵妖子 同上

動きの世界 ・私と舞踊 仙石新 女子体育4月

動きの世界 ・静 美 しい身の こな し 三ツ谷洋子

女子体育2月

モッとマ ッが盛 られた節と踊 り, そ して楽器 朴

容淑 韓国文化12月

舞踊談義上方舞か らノイエ ・タンツまで踊りの秘

話 ・極意 楳茂都陸平 ・上林澄雄 ダンス・ワーク29

みか ぐらうたについて一舞踊と手おどりとの関連

性 宮崎美智恵 ・三木孝子 天理大学学報131

「私の舞踊史」 一1ジ ャーナリス トの回想(18)～

(23)村 松道弥 TES30～35

舞踊関係文献目録 ～昭和55年 一 板谷徹 舞踊学4

外国の舞踊書から 片岡康子 同上

昭和55年 度舞踊学修士論文一覧 同上

〈芸 術(一)〉

日光山輪王寺 舞楽装束 サ ントリー美術館編 ・
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発行

昭和56年 秋の同美術館の展示の図録。 「輪王

寺舞楽装束総 目録」 「日光輪王寺舞楽関係年

表並に関係史料」を収ある。

続能楽の起源 後藤淑 木耳社

『能楽の起源 』の続篇。能の先行芸能 一神楽
・田楽 などの諸論考を収める。内容は, I古

代の継承, II民 俗 と芸術の間, III芸能史研究

ノート拾遣

日本舞踊全集第五巻 演目解説V日 本舞踊社編

日本舞踊社

演目解説Vと して, 「橋弁慶」か ら 「三 ッ人

形」までの57作 品につき, 歌詞 ・字句解釈 ・

解説 ・鳴物解説 ・踊る心得 ・舞台装置 ・衣裳
・かつ ら・小道具図版 ・舞台写真を載せる。

修羅 家元制度打倒 花柳幻舟 三一書房

花柳流家元刃傷事件の被告である著者が, 同

事件の裁判の内容を報告 し, 家元制度を告発

する。

日本新舞踊の踊 り方 榊原帰逸 日本文芸社

舞踊小唄13曲, 端唄 ・歌謡舞踊19曲, 詩舞15

曲, 民踊33曲 の踊 り方を写真で示す。

特集:寝 覚 観世1・2月

特集:田 村 観世3・4月

特集:浮 舟 観世5・6月

特集:玄 象 観世7・8月

特集:三 輪 観世9・10月

特集:自 然居士 観世11・12月

特集:外 記猿 邦楽と舞踊1月

特集:喜 撰 邦楽と舞踊3～5月

特集:三 社祭 邦楽と舞踊6～8月

特集:山 姥 邦楽と舞踊9～11月

特集:羽 根の禿 邦楽と舞踊12月

舞踊の基礎知識 日本舞踊

舞踊鳴物入門5～71～3月

舞台と大道具について1～94～12月

舞踊名言集成 郡司正勝 邦楽と舞踊1, 2, 5, 6月

日本舞踊の歴史(14)藤 田洋 創作舞踊14

かぶき舞踊まで40郡 司正勝 日本舞踊9月

おどりの歴史 渡辺悠樹子 舞踊研究18～20

舞踊年表 如月青子 芸能1～12月

道成寺集成XII, XIII駒井義之 ・後藤瑠美子 舞踊

研究19～20

江戸末期の南都楽所 笠置侃一 雅楽界56

天王寺舞楽と雅亮会のあゆみ 小野摂龍 同上

日本起源の高麗楽曲 ジェイムス ・リード 同上

舞楽面遺品の探究 とその研究 田辺三郎助 同上

左舞譜 「賀殿」詳解 薗広茂 同上

右舞譜 「貴徳 」詳解下 東儀和太郎 同上

真宗 と踊念仏一異端への系譜とその実態 菊池武

芸能史研究72

獅子の能 と獅子舞 能と中世芸能2天 野文雄

観世4月

「能」における時間と空間 富田信一(淑 徳大

学)研 究紀要15

複式夢幻能はどのようにして発生 したのか 一その
一つの経路 徳江元正 国文学6月

「泣キ申楽」考 一源流と史的位置づけ 天野文雄

国学院雄誌3月

翁 と脇能 一先行要素 とその変容 三村昌義 芸文

研究42

夢幻能の研究 一井筒をめ ぐって 萩原由紀子 国

文白百合12

「親子物狂能」考 竹本幹夫 能楽研究6

「護法」考 小林健二 能研究と評論10

「井筒」の劇的時空 鳥居明雄 日本文学10月

「三道」の改作例曲をめぐる諸問題 竹本幹夫

実践国文学19

作品研究 「寝覚(み かへりの翁)」 浅見和彦

観世2月

作品研究 「田村」 味方健 観世3月

作品研究 「浮舟」 伊井春樹 観世5月

作品研究 「玄象」 表章 観世8月

作品研究 「三輪」 小田幸子 観世9月

作品研究 「自然居士」 田口和夫 観世11月

却来華一能に於ける創造の問題 山木ユ リ 日本

文学10月

能における人物の位にういて 一世阿弥の物学論能

作論を中心 に 堀越善太郎 湘南文学15

金春安照伝書における位の問題 堀越善太郎 国

文学研究75

芸道における稽古論の性格 安部崇慶 広島大学

教育学部紀要1(29)

近世初期踊歌 とその芸能的性格の一側面 須藤豊

彦 国学院雑誌7月

「上覧風流踊」のおどり歌 一江戸初期歌謡資料の

考察 井 出幸男 国文学研究74

風流踊歌の諸問題 真鍋昌弘 芸能史研究75

所作事の成立とやつ しの思想 板谷徹 舞踊学4

道成寺道行考 石井洋子 椙山国文学5

幕末嘉永七年のおどりの譜 丸茂祐佳 舞踊研究
18～20

長唄地における娘形作品の技法的研究 丸茂祐佳

舞踊学4

娘形の分類7・8駒 井義之 ・丸茂祐佳 舞踊研

究17・18

諸流の昔と今 瀬川流 江口博 日本舞踊10・11月

上方の舞(5)～(8)垣 田昭 舞踊研究17～20

振付の美学 花柳芳次郎 舞踊研究17～20

目でみる創作舞踊(+)(±)邦 楽と舞踊1・2月

昭和30年 代の創作舞踊(1)～(7)邦 楽と舞踊5～9, 

11, 12月
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舞 踊 曲 を 聞 き なお す 上林 澄 雄 邦楽 と舞踊1～12

月

日本 舞 踊 技 法 講 座(5)～(15)志 賀 山葵 邦楽 と舞踊1

～12月

踊 の心 邦楽 と舞踊

外 記 猿 西 形 節 子1・2月

喜 撰 目代 清3～5月

三 社 祭 西形 節 子6～8月

山姥 目代 清9～11月

羽 根 の禿 西 形 節 子12月

舞 踊参 考 室 日本舞踊

万 歳 矢 野 輝 雄1月

舞 妓 仁 村 美 津 夫2月

花 が た み 郡 司 正 勝3月
一 中 ・松 風 ・松 羽 衣 竹 内道 敬4月

瓢 箪 鯨 仁 村 美 津 夫5月

松 島 仁 村 美 津 夫6月

虫 の音 長 田 午 狂7月

都 鳥 仁 村 美 津 夫8月

紅 葉 狩 松 本 亀松9・10月

六 玉 川 仁 村 美 津 夫11月

都 十 二 月 矢 野輝 雄12月

芸 話 シ リーズ 日本舞踊

若 柳 吉 三 次芸 話1～3月

坂 東 三 津 栄 芸 話6～7月

聞 き書 河 藤 た つ ろ舞 踊 人 生 鴨 一 平 創作舞踊14

〈 芸 術(二)〉

バ レエ の歴 史 と技 法 藍 原 英 了 東出版

昭 和25年 創 元 社刊 の 『バ レエの 基 礎 知 識 』の

第 四版 を底 本 と した 新 版 。

劇 場 通 りの子供 たち 一 レニ ン グラ ー ド ・バ レエ学 校

の 内幕 一P.バ ーンズ ケ イ コ ・キ ー ン訳 文

化出版局

レニ ング ラ ー ドバ レエ学 校 の 歴 史 と現 在 を, 

後 者 は お もに写 真 に よ って 構 成 す る 。 同名 の

ドキ ュ メ ン タ リー映 画 の 制 作 の なか か ら生 れ

た。

ヌ レエ フ 芸 術 と半 生(付 ・ヌ レエ フ の手 記)

J.パ ーシヴ ァル 小 倉 重 夫 ・森 下 洋 子 編 東 京

音楽社
"Nureyev -Aspect of the Dancer"の 抄

訳 。 内容 は 「ヌ レエ フの 半 生 」 「ク ロ ーズ ・

ア ップ 」 「ヌ レエ フを 語 る 」 「ヌ レエ フ考 」

「手 記 … ヌ レエ フ」 。

ウ ラ ーノ ワ の芸 術B.リ ヴ ォーフ=ア ノ ー ヒン

佐 藤 祥 子 訳 プ ログレス出版所

ソ ビエ トの代 表 的 な バ レ リ ーナ, ガ リ ーナ ・

ウ ラ ーノ ワ の舞 台 と人 生 を 描 く。 「ウ ラ ー ノ

ワの 踊 り」 「精 進 の 日々 」の ほか, 主 要 な舞

台 の記 録 と レパ ー ト リー, 33頁 の 写 真 。

マ ー ゴ ・フ ォ ンテ ー ンが 語 る バ レ リーナ の世 界

M.フ ォンテ ーン 湯 河 京 子 訳 音楽之友社
"A Dancer's World"の 訳

。舞 踊 の世 界 の

魅 力 を 教 え, バ レエ とバ レ リーナ の 世界 を 案

内 す る。

ニ ジ ンス キ ー ・神 へ の飛 翔 新書館

ム ッフ 〈 ペ ーパ ーム ー ン〉 の 一冊 。 内容 細 目

は 雑 誌 ・紀 要 論 文 の 項 参 照 。

崔 承 喜 高 島 雄 三 郎 む くげ舎

昭 和39年, 学 風 書 院 刊 の 旧版 に増補 した もの 。

朝 鮮 の著 名 な舞 踊 家 崔 承 喜 の 人 生 と舞 踊 の世

界 を 語 る。

華 麗 な る舞 踊 執 行 正 俊 テス ・カルチャーセ ンター

モ ダ ン ・ダ ンス の 先駆 者 執 行 正 俊 の 自伝 。

ジゼ ル 飯 島篤 写 真 テス ・カルチ ャーセ ンター

1981年1月, ジ ェ ノバ 市 立 オ ペ ラ劇 場, チ ュ

ー リッ ヒ ・オ ペ ラ ・ハ ウ スで の, 森 下 洋 子 ・

ヌ レエ フ, チ ュ ー リッ ヒ ・バ レエ団 の 公 演 の

舞 台 写 真 集

森 下 洋 子 バ レエ 全集 飯 島篤 写 真 テス ・カルチ ャ
ーセ ンタ ー

3コ ッペ リア

4ロ ミオ と ジ ュ リエ ッ ト

森 下 洋 子 の舞 台写 真集 。 そ れ ぞ れ, 上 演 史, 

作 品 解 説 な どが つ く。

特 集:デ ィア ギ レ フの ロ シア ・バ レエ 美術手帳

4月

特 集:う い うい しい芸 人 ・麿 赤 児 ダ ンス ・ワー

ク29

近代 舞 踊 にお け る デ ィ レ ッタ ンテ ィズ ムの 果 した

役 割 に つ い て 丸子 睦 美 舞踊学4

モ ダ ン ・ダ ンス の人 物 思 想 史 小 論 一先 駆 者 ロ イ ・

フ ラ(Loie Fuller, 1862～1928)の 舞 踊 思 想

と改 革 片 岡 康 子 お茶 の水女子大学人文科学紀

要34

デ ィ アギ レフ芸 術 の推 進 者 久 保 正 士 ダ ンス ・

ワ ーク29

季節 の席 捲 一時 代 の 演 出 市 川 雅 美術手帖4月

同 時代 人 の 肖像189人 同 上

デ ィアギ レフ ・バ レエ団 上演 録 同 上

さま よ え る ス ラヴ人 デ ィア ギ レフ とバ レエ ・リ

ュス 海 野 弘 同上

闇 の 中 の 牧 神 伊 東 杏 里 ニジンスキ ー

NIJINSKYへ の熱 い想 い 淀 川 長 治 同上

牧 神 の 幻 影 海 野 弘 同上

ジ ョル ジ ュ ・ ドン 青 井 陽 治 同 上

ル ドル フ ・ヌ レエ フ 井 辻 朱 美 同上

ミハ イル ・バ リ シニ コフ 井 辻 朱 美 同上

地 上 の愛 に 傷 つ い た天 使 市 川 雅 同 上

ア ン ドロギ ュヌ ス と踊 る半 神 た ち 一バ レエ ・リュ
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ッス の 男 性 舞 踊 手 須 永 朝 彦 ニジ ンスキ ー

〈心 霊 〉 の 舞 台 を 飾 った人 一ニ コ ラ イ ・レ ー リ ッ

ク の世 界 荒俣 宏 同上

描 き だ さ れ た 美 と陶 酔 山 岸 涼 子 ・青井 陽 治 同

上

バ レエ の世 紀 一 日本 で 上 演 さ れ る バ レエ 藤 井 修

治 同上
"ク リ

ュ タ イ メ ネス トラ"と グ ラハ ム ・テ ク ニ ッ

ク 和 田 春 恵 藤村学園東京女子体育大学紀要16

デ ニ シ ョー ン時代(1914～1931)に 関 す る研 究

片 岡康 子 ・山 田敦 子 舞踊学4

世 界 のバ レエ 団2ド イ ツの カ ール ス ル ー工州 立

バ レエ団 薄 井 憲 ニ ダ ンス ・ワ ーク2g

バ レエ花 伝 書 ■服 部 智 恵 子 口伝 バ レエ教 室(15)～(20)

TES 30～35

Ballet Story(1)～(6)TES 30～35

もだ ん だ ん す み て あ る き(6)木 村 英 二TES30

新 西 洋 舞 踊 事 情(1)～(4)木 村 英 二 TES32～35

バ レエ ・プ ロ ムナ ー ド(1)～(2)薄 井 憲 二 TES34

・35

ケ イ コの バ レエ便 り(1)～(2)ケ イ コ ・キ ー ン

TES34・35

バ レエ&バ レエ(3)法村 牧 緒 に き く ケ イ コ ・キ ー

ン ダ ンス ・ワーク29

幕 の うち そ と 藤 井 修 治

9.YOKO THIS YEAR 80森 下 洋 子30

10.亀 ケ谷 環31

11.仁 科 唯 志32

12.堀 内 完33

13.河 童 を 覗 いて ル ーッ を さ ぐ る34

14.大 原 永 子35

対 談:舞 台 芸 術 の 源 を考 え る/「 海 賊 」 を め ぐ っ

て 小 牧 正 英 ・阿 部 千律TES31

対 談:マ リカ ・ベ ゾ ブ ラゾ ヴ ァを迎 え て 桜 井 勤

TES32

イ ン タ ビ ュ ー:カ ナ ダの 異 色 ダ ンサ ー 一マ ギ ー ・

ギ リス に 聞 く 桜井 勤TES32

対 談:石 井 み ど りさん と語 る 佐 藤 寅 雄TES32

イ ンタ ビ ュ ー:イ ヴ リ ン ・ハ ー ト/デ ィ ヴ ィ ド ・

ペ レグ リ ンを迎 え てTES33

イ ン タ ビ ュ ー:有 吉 京 子 ・バ レエ を通 して 人生 を

語 りた いTES33

座 談 会:モ ス ク ワバ レエ学 校 教 師 ワ シ リ ーエ ワを

囲 ん で 野 崎 紹 夫 ・N.タ チア ナ ・西 岡 嬬 云 子 ・

茂 木 明子TES34

イ ンタ ビ ュ ー:菊 池 純 子TES34

イ ンタ ビ ュ ー:ア レ クサ ン ドラ ・ダ ニ ロワ 島 田

広TES35

舞 踊 の 病 い と死 期VII一 大 野 一 雄 舞 踏 公 演 「わ た し

の お母 さ ん 」 中 村 文 昭 ダ ンス ・ワーク29

現 代 舞 踊 作 家 論16踊 りを生 き る人 一折 田 克 子

今 野 裕 一 同 上

ういうい しい芸人 ・麿赤児 高瀬泰司 同上

十二の光 麿赤児 ダンス・ワーク29

高木徳子 ・=薄幸のショー・ダンサー 曽田秀彦

明治大学人文科学研究所紀要19

私のサロメ 七つのヴェールの踊 り 長嶺ヤス子

新劇12月

インタビュー:私 が舞台に立てばそれが卑弥呼一

フラメンコの律動を生きる炎の女長嶺ヤス子さ

ん 長嶺ヤス子 ・前田秀男 朝日ジャーナル9月

18日

世界のプリマ ドンナ-美 しく舞 って三十年 一森下

洋子さん(こ の人 と30分)西 村いき子 革新
2月

踊るを語る 対談:石 井満隆 ・川仁宏 美術手帳
5月

インタビュー:朝 鮮舞踊三十年 小沢悔子 伝統

と現代71

(敦 燈)発 見の舞譜 〈涜渓抄〉(資 料1)の 解

読-敦 煙舞譜研究第五稿-水 原溜江 大谷女

子大学紀要16-20

Misson Paul Pelliot の Toven-Hovang

(敦 燵)よ り発見の舞譜〈涜漢抄〉(資 料3)

及び〈鳳帰雲 〉(資 料1)の 解読 一涜渓抄資料

3一 敦燵舞譜研究第七稿一 水原溜江 大谷女

子大学紀要16-2

〈民 俗 〉

民俗芸能辞典 仲井幸二郎 ・西角井正大 ・三隅治

雄編 東京堂出版

日本の各地の民俗芸能項 目のほか, 種目名 ・

祭事 ・歌謡 ・楽器 ・扮装 ・採物 など約千項 目

を収める。三隅の概説, 巻末に参考文献 ・芸

能暦。

平野 ・有東木の盆踊 り 静岡市教育委員会編 ・発

行

国選択の無形民俗文化財である静岡市平野 ・

有東木の盆踊りの報告書。内容は, 「盆のま
つりと芸能」 「平野の盆踊 り」 「有東木の盆

踊 り」 「安倍川流域の盆踊 り」 「盆踊 りの伝

播をめぐって」。

上鴨川住吉神社の神事舞 上鴨川住吉神社神事舞

調査団編 兵庫県加東郡教育委員会

内容は, 上鴨川住吉神社の歴史と環:境, 宮座, 

芸能, 仮面, 宮座行事と芸能の現状, 周辺

地区の宮座と芸能, これまでの研究と参考文

献, 神事舞の音楽。

芸備風流踊り歌集 広島女子大学国語国文学研究

室編 ・発行

芸備地方に伝わる小歌踊14ケ 所, 太鼓踊4ケ

所の解説と詞章

広島県の神楽 真下三郎 第一法規
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第一章 ・神楽の生い立ち, 第二章 ・広島県の

神楽について, 第三章 ・広島県の神楽, 第四

章 ・広島県神楽の演目。

伝承 米良神楽 中武雅周著 ・発行

宮崎県児湯郡西米良村に伝わる神楽の, 神楽

人 自身による解説書。

荒尾の風流 荒尾市教育委員会編 ・発行

熊本県荒尾市の野原八幡宮に奉納される風流

の報告書。野原庄 と野原八幡宮の概説のほか, 

「荒尾の 『風流 』の考察」(吉 川周平)と 関

係史料を収める。

民踊 「秋田音頭」の変遷について 茂泉陽子 ・工

藤英三(秋 田大学)教 育学部研究紀要31教育科

学

王祇祭黒川能 金春信高 能楽タイムズ4月

相馬の手踊 り 懸田弘訓 民俗芸能61

新妻子安神社のオ ビシヤ 星野紘 民俗芸能61

徳山の しかん舞い 吉川祐子 まつり通信246

花祭の御神楽と熊野 五来重 まつり通信249

春 日大社 ・住吉大社における社伝神楽について

小野功竜 ・大谷紀美子 相愛女子大学研究論集

音楽学部編28

出雲神楽 と大元神楽 石塚尊俊 山岳宗教史研究叢

書15

荒神神楽 と山陽道の神楽 三浦秀宥 同上

備後の荒神神楽について 牛尾三千夫 同上

備後霊祭神楽と山岳芸能 西田啓一 同上

大元神楽現地公開について 牛尾三千夫 芸能10月

大元神楽見学記 岩田勝 まつり通信243

淡路の梯子獅子 田中義広 まつり通信245

周防金峰の昔踊 り 武井正弘 山岳宗教史研究叢書

15

南阿波の盆踊 り 田中義弘 まつり通信246

土佐の山伏神楽と修験道文化 高木啓夫 山岳宗

教史研究叢書15

対馬西浜の盆踊 りと年齢階梯制(1)(2)末 成道男

聖心女子大学論叢57, 58

佐伯神楽 と杖踊 り 田中義弘 まつり通信245

高千穂神楽とその周辺 一修験道との関わりを視座

に 山口保明 山串宗教史研究叢書15

椎葉の霜月神楽 武井年弘 山岳宗教史研究叢書15、

銀鏡神楽 薗田稔 ・茂木栄 ・渡部雄吉(写 真)

季刊民族学15

動 きの世界 ・鹿児島の民俗芸能 吉川周平 女子

体育10月

種子島大踊 下野敏見

多良間島の八月踊 り 田中義弘 まつり通信250

資料紹介 石垣市東家所蔵本 「伊祖の子組」 当

間一郎 沖縄芸能史研究5

サルプ リ舞の根源と生成過程 金淑子 韓国文化

12月

韓 国 の 野 外仮 面劇 李 杜 鉱 季刊民族学15

仮 面 どそ の 笑 い 梁 民 基 伝 統 と現代71

踊 子 マ ン ダ ラ ラ ダ ック ーヘ ミス寺 と フ ィア ン寺

の祭 り 小 林 暢 善 ・加 藤 敬(写 真)季 刊民族

学15

イ ン ドの歌 舞 劇 一西 ベ ンガ ル の チ ョウ とカ ル ナ ー

タカ の ヤ ク シ ャガ ーナ 宮 尾 慈 良 芸能4月

神 が み の 跳 梁 チ ョウ とヤ ク シ ャガ ーナ ーイ ン ド

の舞 踊 劇 峰 岸 由紀 ・関 口淳 吉(写 真)季 刊

民族学16

漢 民 族 の喪 礼 に お け る突 踊 の 原 始 的心 性 栗原 圭

介 大東文化大 学漢学会誌20

中国 少 数 民 族 の歌 舞-海 南 島, 雲 南 省 を訪 ねて

星 野 紘 文化財8月

チ ワ ン ゴ ンパspyi-dban-dgon-paの 仮 面 舞 踊

劇 マ ニ リン ド ゥに つ い て 佐 々 木 隆 子 印度学

仏教学研究29-2

生 きて い る タ ン トラ ・仮 面舞 踊 加 藤 好 弘 美 術

手帳8月

民 族 の芸 能 藤 井 知 昭"中 央公論

1.ラ ダ ック の 楽 と舞/婚 礼 の舞 人 た ち1月

2.タ ン ジ ェの大 道 芸 人2月

3.ヒ ン ドゥ ーの神 々 と舞 踊3月

4.竜 船の 頭 と楽 人/清 水江 ミヤ オ族 ・歌 唱 の

世 界4月

5.カ ラコ ル ム の楽 人 た ち5月

6.サ ハ ラ ・地 底 の 踊 り6月

7.タ マ シ ャの踊 り7月

8.ク ル ド族 の 哀 歌8月

9.マ ラ ケ シ ュの大 道 芸 人9月

10.ベ ル ベ ル 族 の 歌 と踊 り モ ロ ッ コ ・マ ラケ

シ ュ10月

11.パ シ ュ ト ゥー ン族 の 楽 人 ア フガ ニ ス タ ン

・ジ ェ ラ ラバ ー ド11月

12.(イ)族 の跳 楽 中 国雲 南 ・石 林12月

く 教 育 〉

動 きの教 育L.E.シ ュヴ ァ ィガ ー ド 村井 孝 子

・神 崎典 子 ・江 尻美 穂子 ・山 口順 子訳 杏林 書院

舞 踊 を 主 題 とは しな い が, 身 体 運 動 教 育 の基

本 的 な哲 学 を実 際 に即 して 述 べ る 。 内 容 は, 

I人 間 の動 き の 力学 的 解剖 学 的 構 成 要 素, II

神 経 筋 に よ る動 きの生 成, III骨 格 配 列 の型, 

IV姿 勢 と動 きの 改 善 を 援 け る も の, V緊 張 を

解 き神 経 一筋 調 節 を 改 善 す る た め の技 法

特 集:「 か らだ の動 き」 に よ る教 育 体育 の科学

9月

舞 踊 行 為 の 間主 観 的 構 造-舞 踊 教 育 を め ぐ って-

矢 野 久 英 ・笹 部桂 子 東京学芸大学紀要5(33)

-48-



舞踊運動の発達について 佐分利育代 鳥取大学

教育学部研究報告 教育科学23

創作ダンスに関する研究-運 動表現の発達過程に

ついて-今 雪美千恵 福岡教育大学紀要30-5

創作舞踊の効果的指導に関する研究-動 きの分析

を中心に-井 上勝子 熊本短大論集31・3

舞踊創作の過程における空間形成の変容 村浦と

く・吉田美津(埼 玉大学)紀 要 ・人文 ・社会科学

29

ダンス嫌いの要因の分析-自 己概念との関連から-

長谷川美恵子 ・酒井紀子 体育学研究26-1

教育舞踊における運動主題記譜法の応用(II)堀

野三郎 舞踊学4

ダンスの指導における一考察(2)-指 導者 と学習者

の言語より-大 島敏 ・富田美智代 ・三反野康

子 同上

舞踊教育の問題点について 近藤英男 同上

米 ・英のダンス教育事情 三浦弓杖 学校体育9

月

表現運動(ダ ンス)の 学習指導 を発達段階を通 し

てどう進めるか 川口千代 学校体育12月

からだの動きによる教育 森下はるみ 体育の科

学9月

ムーブメント教育 小林芳文 同上

動きの教育に関する一考察 江尻美穂子 同上

ことばの発達 とか らだの動 き 鈴木敏朗 同上

「か らだの動 き」と身体認識 星野公夫他 同上

サイコ・セラピーとか らだの動 き-A・ ローウェ

ンの生体エネルギ ー法を中心に-野 田雄三 ・

池田良子 同上

創作ダンスとからだの動き～心 とか らだ～ 金井

英三枝 同上

スポーッをエイ トビートにのせて 位高美代子

学校体育1月

創作ダンスにおける題材としてのスポ ーッ 調布

中学校保健体育科 学校体育1月

ダンス学習の基本的段陥 女子体育1・2月

保育園 ・幼稚園 植村スナ ・高橋紀子 ・小口端

子 ・永井正子

小学校 木村 ヒデ ・相場了 ・小野圭子 ・村上京

子 ・沢田マサエ

中学校 川口千代 ・松本香代子

高等学校 斉藤千代子 ・三浦弓杖

ダンス学習の基本的段階の充実 女子体育4～12月
"こんな内容を 一, こんな方法で 一"松

本千代栄 ・藤沢史枝 ・相場了 ・山田敦子 ・大

谷久子 ・片岡康子 ・川口千代 ・三宅香 柴真

理子

幼稚園 ・保育園 森安万亀子 ・寺見陽子 ・井原

卯佐子 ・柴紘子 ・岸純子 ・石井みさ ・加藤や

よい ・堀合文子 ・高橋正夫 ・桐生敬子 ・長沢

恵美子 ・畠山 トミ ・浅川恵子 ・高橋紀子 ・平

岡芳美 ・村田修子 ・碓井 エイ ・坂崎喜久子

小学校 金井和子 ・相場了 ・渡辺寿子 ・小林マ

サエ ・植田恵子 ・松浦治子 ・河瀬久子 ・佐分

利育代 ・三浦弓杖 ・西平梅子 ・斉藤千代子 ・

山下久美子 ・渋谷弘子 ・榊原琴美 ・福井グル
ープ ・押元里美 ・雨ケ崎俊子 ・穴迫洋子 ・舛

田容子

中学校 ・高等学校 浜本量子 ・川田節子 ・小松

智子 ・木村由美子 ・小柳義三郎 ・高野章子 ・

椎名瑞子 ・徳家雅子 ・林真幾子 ・三宅香 ・松

本富子 ・川口千代 ・橋本真弓 ・小西真理子 ・

安藤節子 ・金広浩 ・佐藤絢子 ・津田史枝

伊沢ヱイに関する研究-1-山 田敦子 ・田川典

子 藤村学園東京女子体育大学紀要16

日本女子体育連盟共同研究 女子体育

表現学習の多様化を目指 して一運動からイメー

ジへ 北海道連盟 ・松本千代栄5月

ダンス ・表現運動の学習過程における学習内容

をどうおさえるか 宮崎県連盟 ・相場了 9

月

表現運動 ・ダンスの学習指導のあり方を求めて

秋田県女子体育研究会 ・川口千代11月

表現教育講座 女子体育

アメリカの運動教育 茂木茂八1月

へき地校の表現運動 梅本二郎2月

ダンス ・表現の学習内容をどう設定するか 日

本女子体育連盟提案グループ4月

総合的な表現学習 流田直6月

「美 しく歩 く」歩 き方を考える 阿久津邦男

7月

運動 と感情 松田岩男10月

教育における表現の意味 佐藤裕12月

保健 ・体育授業の実践的研究 体育科教育

(13)(14)民舞 「そうらん節」の授業 高橋末子 ・熊

谷哲太郎 ・池田雅子 ・中森孜郎4・5月

(20)民舞 「みか ぐら」の授業(中 学校2年)高

橋連子 ・中森孜郎12月

-補 遺-

〈総 記 〉

舞踊の本質に関する研究-舞 踊の遊戯性について-

田中ケイ子 都留文科大学研究紀要16

舞踊空間における移動運動の表現的性質に関す る

研究-直 線移動の場合 林信恵 ・穴迫洋子 ・河

野恵 大阪体育大学紀要12
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〈芸術(一)〉

琉球古典舞踊の基本構想-女 踊 りを中心に-大

城学 沖縄文化54

沖縄伝 「組踊」創始者玉城朝薫の生涯と琉球劇

文学-「 組踊」研究 と創作の試み-川 平朝申

同上

く芸 術(二)〉

ドン ・キホーテ 飯島篤写真 テス・カルチャーセ.
ンター

1980年11月, ロンドンコロシアムにおけるヌ

レエフフェスティバルのヌ レエフ, 森下洋子

によるバ レエ 「ドン ・キホーテ」の舞台写真

集

〈教 育 〉

参加意識 と作品創作の成果から見た創作 ダンスに

おける創作過程 中村久子 徳島大学学芸紀要 ・

教育科学29

(板 谷 徹)

付記:本 目録作成のため, 学会員諸氏の御協力をお

願い致します。論文抜刷を学会事務局宛御送付い

ただければ幸いです。
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外国の舞踊書から

Dance Research Journal(1980-81), Dan-

ce Magazine (1981), Dance &Dancers (1981)

な どの 新 書 紹 介 欄 に 取 り挙 げ られ た舞 踊 関 係 の 単

行 本 の 中 か ら, 重要 と思 わ れ る もの を, 紹 介 の 抄

訳 と と も に掲 げ る。

Dance Curriculum Resource Guide:

Comprehensive Dance Education for
Secondary Schools

by Nadia Chi lkovsky Nahumck

(American Dance Guide, Inc.)
一般 的な中学校のダンス ・カ リキュラムについ

て, カ リフォルニア大学名誉教授の著者が, 実践

を通 して, トレーニングとは異 なる舞踊教育につ

いて書いたもの。運動による伝達パターン, 文化

の反映としての舞踊に関する視点をもった指導等

を含む様々な角度からのカ リキュラム構成を紹介

している。

Dance Education and Training in Britain
by a panel of British dance educators

(London Cal ouste
Gulbenkain Foundation)

舞踊教育に苦心 している人の為に, 新 しいプロ

グラムとプランの基礎を提示 した書。 第一章は, 

「舞踊という行為は, 人間の社会性の発達を促す

重要な要因である 』という前置きで始まり, イギ リ

ス周辺地域の舞踊教育グループの説明と分析へと

進めている。

Follow Me: A Handbook of Movement
Actirties for Children

by Eng l ewood Cliffs

(Prentice-Hall Inc.)
子供の発達にとって, なぜ運動が必要なのかを

述べた良書。 ムーズメント・ゲ ームとその練習に

ついての説明を集めたもので, 例えば, 円の一方

から他方へ, 他の子供 とぶつからずに走ることで, 

距離感を認識させたり, また, 空間関係に気付か

せた りさせるよ うな一般 的な運動発達のカテゴリ
ーの中に多種のゲ ームを位置づけている。

Baryshnikov: From Rus is to the West
by Gennady Smakov

(Farrar, Sraus & Giroux)
現 在, ア メ リカ ン ・バ レエ ・シア タ ーの 第 一 男

性 舞 踊手, バ リ シニ コ フの伝 記。 この書 で注 目す

べ き点 は, 彼 の ロ シアで の 幼 年 時 代 と, その 後 の

ア メ リカ で の ロ シ アの 友 人 と の交 際 に つ いて の 著

述 で あ る。

Conversations witha Dancer

(St.Martins)

ダ ンス ・マ ガ ジ ン誌 上 の イ ンタ ビ ュ ー記 事 の1

つ と して は じめ られ た もの。 いか に して ダ ンサ ー

に な り, そ の地 位 を確 保 して ゆ くか, ま た, トレ

ーニ ン グ法, リハ ーサ ル, 舞 踊 団 で の ダ ンサ ーと

して の 芸 術 観 な ど に つ い て, 知 性 ・感 性 を 備 え た

イ ン タ ビュ ア ーが, 舞 踊 家 の 価 値 あ る言 質 を取 っ

て い る。

Dancer to Dancer: Advice for Today's
Dancer

by Melissa Hayden

(Doubleday Anchor Press)
習熟 した舞踊家である著者が, 芸術舞踊と若い

ダンサーへの愛情をもって, 具体的 ・実際的な-

例えば, シューズ, 脚の保護, 食物, 孤独感-

情報を集め著述 したもの。

The World's Great Ballets: La Fille

Mal Gardee to Davidsbundlertanzo

by John Gruen

(Harry N,  Abrams Inc.)
アメリカ, ヨーロッパの新旧バ レエ団について, 

写真を多用 しなが ら解説 した書。 著者は, 現在ま

で舞踊に関する多くの著述 ・放送を通 してコメン

トしているが, 最終的に舞踊は"visul art"で

あるとの見解 をもち, これに基づいて, ダンサー, 

振付家, また, 用語や歴史についても述べている。

Giselle & Albrecht: American Ballet
Theatres Romantic Lovers

by Doris Hering, Fred Fehl (photo.)
(Dance Horizons)

ジゼルが作品として上演されて以来, 140年 経

た現在, 著者は, バ レエの レパ ートリーの1つ の

基石として, この作品を洞察 し, 過去の優れた演

技について も述べている。さ らに, 写真家のブレ

ッドは, 彼のキャリアの中で歴史的価値を失 って

いない最上の ジゼルとして, アメリカン・バレエ・

シアターで上演された写真を掲載 している。

Letters from a Ballet Master: The
Correspondance of Arthur Saint-Lesn

by Ivor Guest
(Dance Horizons)

ダンサーとして, かつ振付家, バ レエ ・マスタ
ーとしても有名であった, セント・レオ ンの, 晩年

5年 間の書簡集。手紙は主に, 彼の偉大な業績で
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あ る"La Source(1866)""Coppelia(1870)"

につ いて の もの で, 他 に, 同 時 代 の 著 名 な舞 踊 家

た ち との 交 換 もみ られ る。

The One and Only: The Ballet Russe

de Monte Carlo
by Jack Anderson

(Dance Horizors)
デア ギ レフの 死 後, 二 分 した バ レエ ・リ ュス に

つ い て, 1938年 か ら1962年 ま で 続 いた, セル ジュ・

デ ンハ ムの 組 織 を, そ の活 動, 他 へ の 影 響 を 考 察

しな が ら唯 一一の バ レエ ・リュス で あ る と定 義 した

のが 著 者 で あ る。

デ ィア ギ レフの リュ ス が, い わ ゆ る ロ シア ン ・

バ レエ で あ った な らば, デ ンハ ム の カ ンパ ニ ーは, 

バ レエ に お け る, ア メ リカ人 気 質 の 作 品 を 形 づ く

った と述 べ, こ こか らは マ シ ー ン, フラ ンク リ ン, 

バ ラ ン シ ーンな どが 誕 生 して い る。 そ して, 彼 ら

の作 品 は, 一流 の シ ン フ ォニ ック ・バ レエで あ り, 

か つ, 新 古 典 主義 とモ ダ ン ・ダ ンス を統 合 した, 
'折 衷 主 義"的 な 真 の ア メ リカ ン ・バ レエ で あ る

と述 べ て い る。

The Royal Ballet. The First 50 Years
by Alexander Bland

(Thres to ld Books)
The Royal Ballet. A Picture History

by Kathrine S. Walker
Sarah C. Woodcock

(Corgi Books)
両書とも, ロイヤル ・バ レエの50年 を回顧 して

書かれた もの。前書は, このバ レエ団に関わった, 

振付家, ダンサー, また作品や, オ リジナルの出

演者など, さらに, その歴史的意義などについて, 

批評家としての著者が詳 しく述べている。後書は, 

主に, 作品の写真や イラス トが, 適確 な解説と共

に載せ られてお り, 歴史を概観するのに良い書 と

いえる。

The Bournonville School
ed. by Kirsten Ralov

(Marsel Dekker Inc.)
19世 紀 オ ラ ンダの バ レエ ・マ ス タ ーで あ った オ

ーガ ステ ィ ン ・ヴ ォ ーノ ンヴ ィル が, 彼 の 学 校 で

指 導 した内 容 や 方 法 な どが 記 録 され て い る。 第1

部 は 毎 日の 授 業 内容, 第2部 は伴 奏 音 楽(当 時 は

ヴ ァイオ リ ンの 伴 奏 で あ った が, 1930～34年 頃 に

ピ ア ノ用 に編 曲 され た もの。 付 録 と して レコ ー ド

が つ い て い る), 第3部, 第4部 は各 々 ベネ ッシ

ュ ・ノ ーテ ーシ ョン と ラバ ァ ノ ーテ ー シ ョンに よ

る動 きの 記 譜。 彼 の弟 子 エ リ ック ・ブル ー ンは 当

時 の レ ッス ンを 回顧 しな が ら, 内容 は 日々変 化 し, 

バ ー レッス ンは非 常 に短 か く速 く, そ れ は レ ッス

ン とい うよ り振 付 け ク ラスで あ った と語 って い る。

Gestures, Their Origin, and Distribution

by Desmond Morris 他

(NY: Stein & Day)

「裸 の サ ル 」 「マ ンウ ォ ッチ ング 」他 数 々の 著

作 の あ るモ リス ら に よ る ジ ェ スチ ャ ーの分 布 に関

す る研 究 書。 西 ヨ ー ロ ッパ40ケ 所 の土 地 で, あ ら

ゆ る階 層 か ら抽 出 され た30人 の成 人男 子 を対象 に, 

20種 の象 徴 ジ ェス チ ャー につ いて 面 接 質 問 し, 地

理 学 的 に ジ ェス チ ャーの分布 状 況 を調 査 して い る。

そ の結 果, 地 理 的 に 近 接 して い るか ら とい って, 

必 ず し も同 じ意 味 を表 わ す 同 じ動 作 を も って い る

と は限 らな い こ とが判 明 した と い う。 ジエ スチ ャ

ーの 流 布 を 阻止 す る障害 物 と して, 文 化 的 偏 見, 

地 理 的 障 害 物(山 な ど), 言 語 の 相 違 な どの 要 因

が 検 討 され て い る。

Introduction to Dance Literacy
by Nadia Chilkovsky Nahumck

(International Library of African Music)
本 書 の 内 容 は, 音 楽 に お け る楽 譜 の よ うに, そ

こに 記 述 され た 記 号 か ら舞 踊 の動 きを 読 み と り学

習 す る こ とが 可 能 と な る記 譜 法 とその応 用 であ る。

ラバ ノ ーテ ーシ ョ ンの 基 本 的導 入 の後 に, 構 成 要

素(時 間 ・空 間 ・力)の 型 一 リズ ミッ ク ・パ タ ー

ン, フ ロア ー ・パ タ ー ン, キ ネ テ ィ ッ ク ・パ タ ー

ン, エ フオ ー ト ・パ タ ー ンが 研 究 さ れ て い る。

Music and the Dance

by Elwood Priesing
(NY: Exposition Press)

舞踊と舞踊音楽に関する研究は, ここ数10年 間

に人類学, 歴史学, 書誌学, 舞踊美学などの広範

な学問分野にわた って学者たちが, めざましい成

果をあげている研究領域である。著者は, 原始か

ら現代までの音楽と舞踊の関連を探ろうという野

望をもって取組んでいるが, 長い歴史を網羅 しよ

うとしているためか, 細部に疑問点が残 っている

ことが惜 しい。 イラス トレーションと音楽の事例

などがのせ られている。

Transformations: A Memoir-The
Humphrey-Weidman Era.

by Eleanor King
(Dance Horizons)

ドリス ・ハ ン フ リーに 関 す る著 作 が 近 年2冊 刊

行 され た。1冊 はStodelle著 「ドリス ・ハ ンブ リ
ー ・テ ク ニ ック 」 で あ り, も う1冊 が本 書 であ る。

著 者 はハ ン フ リ ーの 初 期 の創 造活 動 に焦 点 をあて, 

グ ラハ ム に並 ぶ ア メ リカ ・モ ダ ン ・ダ ンス のパ イ
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オニアの芸術と人生に接近 している。全体は12章

あるが, 各章でハ ンフリーの作品がとりあげられ

ていることが興味深い。またハンフ リーがいかに

多 くのスタ ッフと交流 したかなどが記述されてい

る。

Competing with the Sylph
by L. M. Vincent

(Andrews and McMeel)
著 者Vincevtは 内科 医 で あ り自 ら も踊 る とい う

人 物 で あ る 。彼 の既 刊 書 に 「Dancers Book of

Health」 が あ る 。本 書 の サ ブ タイ トル は, Dancers

and the Pursuit of the Idea Body Form.

医 学 と舞 踊 の 知 識 を駆 使 して 論 じられ て い るが, 

決 して 難 解 で は な く, ダ ンサ ーに と って も彼 らを

診 察 す る医 者 に と って も役 に立 つ 内容 が 多 い。

To Dance is Human: A Theory of
Nonverbal Communication

by Judith Lynne Hanna
(Univ. of Texas Press)

本書は容易に読解できる内容ではないが, じっ

くりと時間をかけて一読する価値のある本である。

著者は人類学的展望を舞踊学に持ちこんで雄弁な

論を展開 しており, 人類学に関する基礎知識を持

って読む必要があろ う。主な内容は舞踊の人類学

的定義, 身体人類学の視点からの舞踊論, 社会 ・

文化 と舞踊の伝達 システム, 将来の研究方向など

であり, 非常に興味深い。

A Study of Ballet Technigue
by Ann Huchinson Guest

(Royal Academy of Dancing)
ロ イヤ ル ・ア カ デ ミ ィ ー ・オ ブ ・ダ ン シ ン グ

(R.A.D)の 子 ど もたち のた め の教 授課 程 要 目は, 

バ レエ の指 導 法 と して非 常 に 高 く評 価 されて い る。

本 書 は こ のR.A.Dの 教 授 要 目に も とつ い た バ レ エ

・テ ク ニ ック の学 習 書 で あ り, ラバ ノ ーテ ーシ ョ

ンの 入 門 書 で あ る 。視 覚 的 に 明 瞭 で 正 確 な ラバ ノ

ーテ ーシ ョンに よ って, バ レエ ・テ ク ニ ック の分

析 ・記 述 が な され て い る。 さ らに 基 本 的 な記 譜 か

ら次 第 に高 度 な内 容 へ と構 成 さ れ, 容 易 に古 典 的

レパ ー トリ ーを 読解 す る能 力 が 身 に つ くよ うに工

夫 され て い る。

Hula: Historical Perspectives

by O. B. Barrere, M. K. Pukui, M. Kelly
(Department of Anthlopology, Bernice
Pauahi Bishop Museum)

著者 らが各々の専門領域の知識から, フラの歴

史や特性などを論 じている。Barrereは フラの起

源を探 り, 18～20世 紀初頭 までの歴史的発展, さ

らに構造 ・儀式 ・訓練法などを明らかにしている。

Pukuiは 自分 自身のダンサ ーとしての体験か ら, 

訓練法 ・教師 ・卒業式 ・ブラの演技構成などを論

じ, フラの8つ の ジャンルを歌のテキス トつきで

解説 している。Kellyは フラに関係のある遺跡を

考古学的に調査 し, どこで, どのように催 しが行

われたかを究明 している。

The Dance of Tahiti
by Jane Freeman Moulin

(Christian Gleizel/Les editions du
Pacifigue)

本書の内容は, 第1章 「タヒチ ・ダンスの歴史」, 

第2章 「現代のタヒチ ・ダンスの社会学的調査」で

あり, ダンスグループの組織, 構成員, 練習, 演技な

どが調査報告されている。第3章 は現代のタヒチ・ダ

ンスの4つ の様式について, 動き, 群構成, 音楽形式, 

伴奏などが解説され, その他に伴奏楽器, 衣裳, 踊ら

れる場などが記述されている。またタヒチ ・ダンスの

自然さをとらえた美 しいカラー写真, タヒチアン

タームの解説, 楽譜が付録 としてついている。

New Directions in Dance
ed. by Diana Theodores Taplin

(Pergamon Press)
本 書 は, 1979年6月 ウ ォ ータ ーロ ー大 学 で 開 催

さ れ た第7回 舞 踊 会 議(カ ナ ダ)の 論文集 で あ る。

18の 論 文 が(1)美 学 と批 評, (2)歴 史, (3)科学 の応 用, 

(4)記譜, (5)政 治 と教 育 の 分 野 に 分 けて編 集 され て

い る 。主 要 論 文 の テ ーマ を あ げ る と, 「ア リス ト

テ レスの 演 劇 論 の舞 踊 批 評 へ の 応 用 」 「ドイ ツ表

現 主 義 絵 画 と モ ダ ン ダ ンスの 発 展 に み られ る相 似

的 傾 向 」 「コ ン ピ ュ ー タ ーを 利 用 した ダ ンス ・ノ
ーテ ーシ ョ ン」 「フ ォ ーキ ンの 宣 言 と レ ・シル フ

ィ ー ド」 な ど が あ る 。

Jazz Dance: The Story of American
Vernacular Dance

by Marshall and J. Stearns
(Macmillan Pub., Co.)

本 書 はVernacular Dance, す なわ ち アメ リカ

の 土 地 本 来 の ダ ンス, ジ ャズ の リズ ム にの って 踊

られ て い るア メ リカ の ダ ンス を研 究 した もの で あ

る 。著 者 らは特 に, ア メ リカ黒 人 の ダ ンス につ い

て論 じ, 動 きの特 徴 や 運 動 言 語 に つ い て 検 討 して

い る。Vernacular Danceの 起 源 は ア フ リカ ン ・

ダ ンスで あ る と し, 両 者 に 共 通 した動 きの 特徴 を

い くつ か あ げ て い る 。(1)フ ラ ッ トな足 に よ るス テ

ップ, (2)う ず くま る姿 勢, 曲 げ た 膝, 腰 か ら前 屈

した ボデ ィー, (3)即 興性 の重 視, (4)腰 か らの遠 心 的

動 き, (5)推 進 力 の あ る リズ ム。 その他歴 史 的概 観 も

な され, 多 くの ダ ンサ ー との イ ンタ ビュ ーもあ る。
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Le Danse et L'Enfant

〈舞 踊 と 子 供 〉 ク ロ ー ド ・ベ ッ シ ー著

(ア シェ ッ ト ・リア リテ及 び国光劇 場 〈出版社 〉)

1972年 以 来 オ ペ ラ座 の 教 師 で あ る ベ ッ シ ーの書

い た もの で, コ ール ・ ド ・バ レエに 参 加 す る時 の

心 構 え な どに っ いて 触 れ て い る 。

Le Ballet

〈バ レエ 〉 マ ン ドレ及びウ ラデ ミール ・ホ フマ ン

(ボ ル ダ ス社 刊)

豪 華 な イ ラス トに よ るバ レエ の 歴 史 。 世 界 の バ

レエ 団, バ レエ ・ダ ンサ ー, な どが 網 羅 され て い

る 。

Le Ballet de 1581 an nos yours

〈バ レエ-1581年 か ら今 日ま で 〉

マ リオ ・パ シ著'(ド ゥ ノ ール 社 刊)

1979年 イ タ リア語 に よ る バ レエ辞 典"IL Ballett"

を 出版 した イ タ リア の舞 踊 評 論家 パ シの 力 作 。 バ

レエ はル ネ ッサ ンス畑 に イ タ リアに 発 生 した こと

を考 え る, イ タ リア人 の 著 述 に よ る バ レエ 史 は是

非 読 ま ね ば な るま い 。

L'Homme et Ladanse

〈男 性 と舞 踊 〉 ジャン ・ピェ ール ・パ ス トリ著

(ヴ ィ ロ社 刊)

ス イ スの 舞 踊 評 論 家 パ ス ト リの書 いた もの 。 舞

踊 の 歴 史 の な か で, 女 性 舞 踊 手 の 気 品, 繊 細 さ な

どが 強 調 さ れ る こ とが 多 か っ た。 だ が, 今 世 紀 初

頭 ニ ジ ンス キ ーが 現 れ て 以 来, 男 性 舞 踊 手 が重 要

な位 置 を 占め る よ う に な っ た 。 リフ ァ ール, テ ッ

ド ・シ ョ ー ン, ロ ー ラン ・プ チ, ベ ジ ャ ール, ヌ

レエ フ, ヴ ァシ リエ フ, バ リ シニ コ フ, マ ー チ ン

ス, な ど を論 じて い る。

(市 川 雅 ・片 岡康 子 ・安 村 清 美)

昭 和56年 度 舞 踊 学 関 係 修 士 論 文 一 覧
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2.昭 和57年3月 末日現在 ・返答

大学院12校
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